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【研究の背景・目的】 

『有機材料のフレキシブル性に潜む物理を究め、

分子形状・配列に起因する多様な現象を制御可能

として、有機デバイス物理・工学へと学術分野を

開拓すること』が国内外で待望されている。本研

究は、分極現象の源である永久双極子の動的挙動

の評価を可能とする MDC(マックスウェル変位電

流測定)と、過剰電荷と高強度レーザ光の相互作用

がもたらす非線形分極現象を通じて電子輸送を可

視化する EFISHG（電界誘起光第２次高調波発生）

測定を用いて､フレキシブルな有機材料に潜む独

特な分極構造・電子輸送を観測・解析し、有機デ

バイスを評価・解析するための手法を確立するこ

とを目的とする。界面における双極子配列やデバ

イスに注入されたキャリアによってもたらされる

誘電分極現象に着目し、分極現象に由来して発生

する界面現象・量子的現象を電子物性と結ぶこと

で､有機素子を評価・解析する系統的手法の確立を

目指す。 

【研究の方法】 

電子・双極子・四重極子が原因となって発生する

有機材料内の分極現象を静的・動的に観測し、そ

れらのエネルギー状態と挙動を解析することを基

本とする。ガウス則によって電子から発生する電

界が電界誘起非線形分極を、双極子の配列が自発

分極を、そして四重極子がキラルな非線形分極を

誘発することに着眼し､それぞれが EFISHG や MDC 

法により計測可能なことを、システムを構築して

示す。次いで、これらの結果を解析しながら、こ

れを基礎に次の４項目の研究を進める．

(1)MDC-SHG によるナノ界面のフレキシブル性評

価とマクスウェル応力による量子的ドメイン形状

制御､(2)３電極系の有機 FET 構造を用いた柔構

造分子膜素子のキャリア輸送の可視化と伝導解析､

(3)２電極系有機積層構造素子の電荷ダイナミク

スおよび再結合・発光に至る過程と劣化機構解析､

(4)有機量子形状効果素子の試作･特性評価・及び

量子形状制御による圧電効果。 

【期待される成果と意義】 

分極という誘電体物性工学の基本概念のもと、

有機素子特性を評価する工学手法が確立する。そ

の成果は有機 FET,EL などあらゆる有機デバイス

に活用できる。また、研究のコンセプトは、ナノ、

ミクロ、マクロを問わず有機エレクトロニクス全

般にわたり、新規分野の開拓などに期待できる。 
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【研究期間と研究経費】 

 平成２２年度－２６年度  

１５１，２００千円 

【ホームページ等】 

http://www.pe.titech.ac.jp/IwamotoLab/top.ht
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